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書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 7年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人友と仲間

1 事業実施の方針
当法人は、障害者等々、社会の中で生きづらさを抱える支援を必要とする人々が「地域の中で当たり

前に生きていける社会」を目指し、福祉への理解促進と参加の機会づくりを柱に活動を行う。特に支

える活動だけでなく、困難や違いがあるからこそ活躍できる役割を生み出すことを重視し、「支援す

る/される」を超えた共生のかたちを地域に広げていく。その為に以下の 3つの事業を実施する。地

域交流・啓発活動では誰もが参加できるスポーツを通して多様な人々が交流できる場を提供する。さ

らにピアサポー ト・相談会では当事者や家族、支援者などが自身の体験を共有し深い共感と実践的な

情報を交わせる場を提供する。福祉制度の学びや資格取得に向けた支援や当事者による講話などを

通じて、学ぶ→わかる→動ける→伝えられるという循環を意識し、福祉を誰もが自分事にできるよう

活動していく。これらの事業はすべて、小さな実践を積み重ねながら参加者の声をもとに改善を加

え、地域や関係団体と連携しながら持続可能な形へと育てていく。法人としても活動基盤の安定化を

図りつつ、共に学び、共に生きる社会の実現に向けて着実に取り組んでいく。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 104】 千円 )
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(2)その他の事業 (事業費の総費用 I   】千円)
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書式第8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 8年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人友と仲間

1 事業実施の方針
初年度の実施を通して得られた参加者の声や運営経験をもとに、既存の取り組みをより深め、地域

とのつながりをさらに強化していくことを目指す。誰もが役割をもち、学び合い、支え合える仕組み

を持続的に育てることを柱として、単発のイベントから継続的な場づくりへの発展を意識して取り

組む。そのために引き続き、以下の 3事業を重点的に実施する。いずれの事業も参加する一人ひとり

のやってみたい、関わりたいという声に応えながら無理なく続けられる運営体制を整備し、次世代に

もつながる地域共生のモデルとして事業を深めていく。

2 事業の実施に関する事項
V (1)特 定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 104】 千円 )

地域交流・福祉

に関する啓発活

動
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(2)その他の事業 (事業費の総費用 I   】千円)
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書式第 9号 (法第 10条・第 25条関係)

令和7年度 活動予算書 (その他事業が生登場合)
特定非営利活動法人友と仲間

ー

正会員受取会費
利用会員受取会費

110,()00

55.0001

|

50.000
50,00(,

2 受取寄附全
寄付金

3 受取助成金等

4 ●集収益
社会の中で生きづらさを抱える人々を支えるための福祉的活動
地域交流・福祉に関する啓発活動
福祉の普及・推進・啓発に関する事業
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会議費

会場使用料
保険料
謝金
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書式第 9号 (法第 10条・第 25条関係 )

令和8年度 活動予算書 (その他事業が生壼場合)
特定

"|

人 と

正会員受取会費
利用会員受取会費

Ot O

110.000
55,000

50.0002 受取寄附金
寄付金

3 受取助威金等

社会の中で生きづらさを抱える人々を支えるための福祉的活動
地域交流・福祉に関する啓発活動
福祉の普及・推進・啓発に関する事業
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